
称
え
す
ぎ
誅
し
て

い
・４
・・ち
よ
っ
と
念
仏
を

(3) 平成27年 (2015)10月 1日 発行

電話とホームベージ
から法話が聴けます

10月 1日 から

和歌山県有田郡・竹林寺徒弟

田 井  証 志

10月 16日 から

和歌山県日高郡・固福寺住職

池 上  広 済

《光明寺テレホンセンター》

公 075-954-7000
《光明寺ホームページアドレス》
httpi//www.komyoⅢ ji.or,ip/

10月 26日 は第769回西山忌です。 日中法要 に合 わせ

下記の行事 も行われますので、皆 さまお誘い合わせの

上、お参 りください。

■10月 25日

16時   御逮夜法要 (開閥)0献供回向

■10月 26日

10時   京都西山短期大学教員・学生による

「舞ヨーガ」「バイオリン」「仏讃歌」奉納

西山上人のご遺業に感謝をこめて、本学
1回生 と本学教員の島袋章 。伊藤華野・島

袋貞則による奉納演奏です。最初 に本学保

育幼児教育 コース 1回生 と、島袋章による

「仏讃歌J奉納です。続いて、島袋貞則によ

る「バイオリンJ演奏、そして伊藤華野創作

「舞 ヨーガJと ゲス ト・アンジャリによる舞

踏で、美 しくアリア風 に奏で られた「般若

心経」を奉納 します。その後バイオリンの

助奏の中で参拝者 と共に般若心経を読経い

たします。
12時   お説教

(京都市左京区 安養寺住職 本す上純一 師)

12時30分 仏讃歌奉納

西山上人十六霊場御詠歌 (西山仏讃歌の会)

13時   日中法要

西山上人のご遺徳を偲び称讃する御祥忌法要
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